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（別紙） 

 

奈良教育大学附属小学校における教育課程等の実施等の事案についての対応状況 

（令和６年１０月～１２月分） 

 

枠囲み部分は、「奈良教育大学附属小学校における教育課程の実施等の事案に係る報告書」

（令和６年１月９日）における「５．（２）今後の健全化に向けての取組」の記載である。 

 

１．＜小学校の取組＞ 

（１）【教育課程の実施について】 

① 【回復措置】 

在校生（卒業後も含む）及び卒業生に対する回復措置について、負担に配慮しつつ、在校

生や保護者、卒業生からの要望を受け入れながら、本年度の 3 学期から適正に実施する。 

（令和 6 年 1 月から実施（毛筆の扱いは同年 2 学期 12 月から実施）） 

 

・ R6 年度 2 学期分の結果は、R7.1.28 までに学校から学長宛に提出されることとした。その

内容は、「附属小学校改善・点検特別 WG」により確認を行うこととしている。 

・ 卒業生に対する回復措置については、計画通り夏季休業中に実施された。 

 

② 【教科書使用・観点別評価】 

すべての教科等において、教科書を主たる教材として使用する。また、内容のまとまりご

との観点別評価について、本年度 3 学期から実施を徹底する。 

（令和 6 年 1 月から実施（一部教科等では既に実施） 

 

・ R6 年度 2 学期における教科書使用と観点別評価の実施結果は、R7.1.28 までに学校から学

長に提出されることとした。その内容は、 「附属小学校改善 ・点検特別 WG」により確認を行

うこととしている。 

・ 教科書使用については、年度末に向け、校長は 1 月の職員会議において、主たる教材として

適切に使用したかどうかを教員に再確認し、万一不足があった場合は年度末までに回復す

るよう教員に指示することとした。 

 

③ 【年間指導計画】 

教育課程の編成にあたって、従来の計画に加え、各教科等の年間指導計画に、学習指導要

領に則った内容や観点別評価の観点を含む単元ごとの計画を含めて学長に提出する。 

（令和 6 年度に向けて 2 月 20 日までに附属小学校から学長に提出） 

 

・ R6 年度の教育課程は適切に実施されている。 
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・ R7 年度の教育課程（単元ごとの年間指導計画を含む）は、R7.2.20 までに大学へ提出し、

「附属学校園教育課程点検 WG」により点検を行うこととしている。 

 

 

（２）【組織改善について】 

① 【小学校組織のガバナンス】 

校長を中心とするガバナンスが実施できる体制にするとともに、法令や学内規則等で定ま

っている事項が適切に運用されるよう、附属小学校の全教員にその遵守をさせる。 

（令和 6 年 1 月） 

また、そのための組織改革として、校長専任化以降も、従前の副校長中心の運営が行われ

て、校長の権限が実質的に制約されていた当校の実態も踏まえ、副校長（校長を助け、命を

受けて校務をつかさどる）を廃止し、教頭（校長を助け、校務を整理する）を置く。 

（令和 6 年 4 月） 

加えて、職員会議は校長の補助機関であり、議決機関でないことを明確化するとともに、

校務分掌上、企画部会といった組織を設ける場合は、その構成員について、教員の互選によ

る選出を改め、校長の指名による選出とする。 

（令和 6 年 1 月） 

さらに、個人評価において、全教員に法令遵守や本事案の再発防止に係る目標の設定・自

己評価をさせた上で、校長がその進捗を確認し、必要に応じて指導を行う。 

（令和 6 年 4 月） 

 

・ 上記はいずれも適切に実施されている。また、校長と教員との間の信頼関係も良好に築かれ

ていることが、学長及び監事による本校視察等において見て取れる。 

 

② 【教員人事】 

教員養成大学の附属学校教員として、当校以外の学校における教育課程や学校運営等に関

する理解を深めるため、奈良県教育委員会や当機構内における相互の人事交流を実施する。 

（令和 6 年 4 月） 

 

・ R6 年度に実施した本校からの出向については、現在奈良地方裁判所において係争中である。 

・ 学長は、奈良県からの異動者に対して聞き取りを行い、勤務の現状と他教員との関係が良好

に築かれていることを確認した（教頭及び主幹教諭：12.26。教諭 3 名：12.19、12.23）。 

・ 学長や副学長は、本校から出向した 3 名の教員との面談を実施し、勤務状況や健康等につ

いて聞き取りを行った（10.21、11.7）。 

・ 副学長は、本校から出向した 3 名の教員の出向先の校長を訪問し、勤務面や健康面等につ

いて聞き取りを行った（12.20、12.24）。 

・ 学長は、本学産業医と面談し、本校から出向した 3 名の教員等の健康面について聞き取り

を行った（12.12）。 
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③ 【開かれた運営体制】 

当校に 「学校運営協議会 （仮称）」を設置し、保護者や地域住民、教育委員会関係者等の参

画を得て、地域のニーズを学校運営に反映させる仕組みを構築する。また、教育課程の状況

や教育上の成果を地域・社会に常に発信し、学校運営の状況の透明性を高める。 

（令和 6 年度 1 学期中） 

 

・ 「附属小学校学校評議員会」の開催準備を進めた。開催は R7.3 とすることとした。 

 

 

２．＜大学の取組＞ 

① 【責任体制の整備】 

令和 6 年度から附属学校の管理運営の責任者として、新たに 「副学長 （附属学校 ・渉外担

当）」を設置し、附属学校に係る責任の所在を明確にする。 

（令和 6 年 4 月） 

この副学長は、附属学校の教育課程のチェックに責任を負うとともに、校長の円滑な学校

運営を支援する。 

 

・ 毎月実施される附属学校部運営委員会は同副学長 （附属学校部長）が議長となって運営する

とともに、学長も陪席し、日々の進捗が報告・共有されている。 

・ 同副学長は、引き続き校長との連絡を密に図り、学校運営を支援している。 

 

② 【附属学校の教育課程等に関するチェック体制の構築とその強化・充実】 

附属学校部運営委員会に、附属学校の教育課程等に関するチェック機関としての機能を持

たせる。具体的には、附属学校部運営委員会のもとに学外委員を加えた「附属小学校改善・

点検特別ＷＧ」を設置し、改善の進捗をチェックするとともに、当校の回復措置や教育課程

の適切な実施を支援する。なお、各附属学校の教育課程の編成については、同運営委員会に、

大学教員による 「教育課程点検ＷＧ」を設置し、適切な教育課程の編成に関する点検を行う。 

（令和 6 年 1 月） 

また、学長は当校への定期的な視察を行いながら、児童や保護者の声を聞く機会を学期ご

とに設ける。それらの内容を当校にフィードバックし、教育課程等の強化・充実を図る。 

（令和 6 年 1 月から実施） 

 

・ 学長は、授業 ・学校行事 ・研究会 ・児童の学校生活等の視察 （10.22、10.26、11.23、12.2、

12.3）や三附属 PTA との懇談 （12.16）を行い、良好に進捗していることを確認するととも

に、確認されたことを校長と共有した。  

・ 改善の進捗について 「児童や保護者の声を聞く」ことについては、全保護者を対象に本年度

前半の状況について問うアンケートを作成し、10 月 18 日に実施した。学長 ・校長 ・副学長

（附属学校 ・渉外担当）によりアンケート結果の分析を行い、1 月に職員会議において全教
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員に共有し、改善を図ることとしている（前述）。また、R7.2.10 に保護者会を開催し、結

果を公表することとしている。 

 

 

３．＜機構・学外との連携＞ 

① 【機構との協働体制】 

学長は、理事長の指示のもと、大学総括理事として機構役員会及び経営協議会に進捗状況

を報告する。機構監事による監査を年 1 回行うこととし、学長及び校長へのヒアリングや実

地視察を実施する。 

（令和 6 年 1 月から実施） 

また、機構に設置している機構附属学校合同運営委員会において、奈良女子大学を含む両

大学の附属学校の将来構想計画に関する議論を進める。 

（令和 6 年度中に附属学校園の将来像に関わる提言をまとめ外部評価を受審） 

 

・ 学長 （機構総括理事）は、引き続き本案件に関わる進捗状況を機構役員会及び経営協議会に

報告している。 

・ 機構監事による監査を実施し、校長と教頭に対するヒアリング及び授業の視察を行った

（10.22）。 

・ 二大学附属学校園の将来構想計画については、第 4 期中期計画に即し、外部評価委員会に

よる検討が開始された。評価結果は本年度末に委員会から提出される予定としている。 

 

② 【学外との連携】 

奈良県教育委員会や奈良市教育委員会との連携を深め、相互の人事交流の促進、附属学校

の教育課程等に関するチェック機能の強化、当校が設置する 「学校運営協議会 （仮称）」への

教育委員会関係者等の参画などを要請する（再掲）。 

 

・ R6 年度における新たな 「附属小学校学校評議員会」は、R7.3 に実施することとした （再掲）。 

 

以上 


